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勉強が「できる⼦」と「苦⼿な⼦」。この差は本当に能⼒の違いなので

しょうか︖『天才!!ヒマつぶしドリル』シリーズ(Gakken)の著者で、り

んご塾塾⻑の⽥邉亨先⽣は、実はもっと単純な理由があると語ります。

20年以上の指導経験から⾒えてきた、意外な事実とは︖

勉強ができる⼦、苦⼿な⼦の違い

──勉強ができる⼦、苦⼿な⼦の最⼤の違いはどこにあるのでしょうか︖

実はこの両者の差には、明確な理由があります。

学校にはテストがありますよね。クラスに40⼈いれば、真ん中より下に

いる約20⼈はどうしても劣等感を植え付けられてしまうんです。

クラスは1年間⼀緒なので、その約20⼈は⼤体固定化してしまう。その⼦

たちは「勉強が苦⼿だ」と思い込んでしまいます。
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⼀⽣懸命中学受験して、ギリギリで偏差値の⾼い学校に⼊った⼦は、まわ

りが皆できる⼦ばかりなので、⼊学した瞬間から劣等感を持ってしまいま

す。

逆に、普通の公⽴中学であまり成績の良くなかった⼦が、偏差値的に無理

のない⾼校に⼊学した結果、「あれ、私こんなに勉強できたっけ︖」と思

うこともありますね。

最初のテストで頑張っていい点数を取った⼦は、そのあとの３年間ずっと

成績がいいんです。偏差値の⾼くない学校であっても、そこでトップの成

績であれば、⾃信を持てますし、指定校推薦の道も開けます。

そういう⼦は、仮に成績が落ちたとしても、「⾃分は１位のはずなのに」

という思いがあるから努⼒ができるんです。

なので受験では、その⼦が⼒を発揮できる、つまり平均より上に⾏ける学

校を目指したほうが本当はいいと思います。

⼦どもの劣等感は取り除ける︖



――いちど劣等感が植え付けられてしまったら、もうリカバリーは難しい

んでしょうか︖

いえ、そんなことはないですよ。⼩規模な個⼈塾なんかは、そういう⼦た

ちの⾃信を蘇らせるのも仕事です。

勉強で失った⾃信を取り戻すのに⼀番簡単なのは、まずは理科や社会など

の暗記モノを⼀点集中でやることです。「この⼦は数学が苦⼿なんで、よ

ろしくお願いします」って塾に連れてこられた⼦には、「わかりました」

と⾔いつつ、まずは理科ばかりやらせます。(笑)

その結果、次のテストでは、理科の点数だけ跳ね上がります。すると⼦ど

もは塾の先⽣を信⽤してくれるんです。そこで初めて、「じゃあ、苦⼿な

数学をやろうか」という流れになるんですね。

信頼関係のない相⼿から、「⼩学校のときの基礎ができていません」と⾔

われたら、⼦どもだって「うるさいわ︕」と反発したくなります。「この

⼈が⾔うんだったら、信じてみよう」と思ってもらうことがスタートライ

ンなんです。

いざ基礎からやり直そう、となったときも、その⼦のプライドを傷つけな

いように、問題の学年は隠すようにします。

例えば九九の段階でつまずている⼦だったら、問題をパズルや迷路にする

とか。

まちがいを指摘するのにも、パズルだとすんなり受け⼊れてもらえるんで

すよね。

──⼦どものプライドを守ることが⼤事なんですね。

⼈間はみんなプライドの塊ですので︕ プライドが⽣きているようなもの



ですよ。(笑)

かろうじて保っているプライドは、⼈間の尊厳なので絶対に壊しちゃだめ

なんです。

しかし、親は⼦どものプライドを無意識に傷つけがちです。つまずいた⼦

に対して、つい「⽴ち上がってこい︕」みたいな声かけをしてしまう。で

も、⼦どもはそんなに強くはないので、⾃⼒で⽴ち上がってはこれないん

です。基本的には、褒める姿勢で接したほうが間違いないと思いますね。

劣等感のある⼦はとにかく褒める

──⼦どもには、⾃分と周りを⽐較するような視点を持たせないほうがい

いのでしょうか︖

学校では相対評価が⾏われがちなので、塾では絶対評価で⽣徒の⾃信を育

むようにしています。例えば、なにかしらの級を取得することで、個⼈の

成⻑を実感させることが効果的です。
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絶対的な評価を継続的に与えることで、⼦どもの⼼を強くすることができ

ます。そうすると、たとえ相対的な順位で負けていたとしても、がんばろ

うという意欲が湧いてくるのです。

──勉強に⾃信のない⼦や、失敗を恐れる⼦への接し⽅のポイントがあれ

ば教えてください。

勉強に対して劣等感のある⼦には、軽いノリで接した⽅がいいです。軽快

で⾳が少ないモーツァルトのような感じですね。「この学年でこんなこと

ができないと、将来困るぞ」と、ベートーヴェンのような重々しさを出し

たらダメです。

深刻さを取り除いたうえで、⼩さい成功体験をつませるのがいいですね。

スモールステップを⽤意して、達成したらとにかく褒める。

失敗を恐れる⼦は、これまで叱られることが多かった⼦どもたちなので、

むしろ褒めることに徹するのがおすすめです。

(取材・⽂︓nobico編集部 中野セコリ)


